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研究課題 
読書活動を促進する経験と行動は何か？ 

―第 58 回学校読書調査の分析結果より― 
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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
本 研 究 は 、公 益社 団 法人 ･全 国 Ｓ Ｌ Ａ (学 校 図書館 協 議 会 )が 毎 日 新 聞社の 協 力 を 得 て 毎年 実 施

し て い る ｢学 校 読書 調 査 ｣の 第 58 回 調 査 の 分 析結 果 を 基 に 、子 ど も の読書 活 動 を 促 進 する 経 験に

は ど の よ う な もの が あり 、 そ し て そ の活 動 がど の よ う な 行 動に 結 びつ い て い く か の関 係 性に つ

い て 、 図 式 的 に実 証 する こ と を 目 的 とし て 進め ら れ た 。 成 果の 概 要と し て は 、 以 下に 示 され る

通 り で あ る 。  
 

 公 益 社 団 法 人 ･全 国 学校 図 書 館 協 議 会（  Scho o l  Library  Asso cia t ion  ：略 称 、全 国 SLA ）と

毎 日 新 聞 社 が 共同 で 実施 し て き た ｢学 校読 書 調査 ｣の 第 58 回 デ ー タ (平 成 24 年 実 施 )を 使 用 し 、

方 法 と し て 構 造方 程 式モ デ リ ン グ（  SEM；  S tructural  Equation  Model ing ）を 援 用 す る 。こ

の こ と に よ り 、読 書 冊数 に 影 響 を 及 ぼす 活 動を 図 式 化 す る こと に 成功 し た 。  
 
 図 式 の 分 析 結果 か ら得 ら れ た 知 見 およ び そこ か ら 得 ら れ た推 論 を概 略 ま と め る と、 以 下の 7
点 に 整 理 で き る。  
① 「 読 書 冊 数 」を 規 定す る の は 、「 本 への 関 心」 や 「 図 書 館 利用 頻 度」 か ら 成 る 「 向読 書 行動 」

で あ り 、「 向 読 書 行動 」形 成 に は 、「 読 書 にま つわ る 経 験 」が 効 い ている 。さ ら に 、「 読 書 に まつ

わ る 経 験 」は 、「 関 心 ある 本 へ の ア ク セス 」、「読 了 後 の 本 を 巡る 向 読書 行 動 」、「 本 を媒 介 とし た

友 人 と の 交 流 」な ど から 形 成 さ れ る 。  
② 「 読 書 に ま つわ る 経験 」 か ら 「 向 読書 行 動」 へ の パ ス 係 数値 の 小中 学 生 の 違 い から 、 読書 経

験 が 読 書 行 動 に結 び つく こ と が 読 み 取れ る 。但 し 高 校 生 で は、 行 動が 多 様 化 す る せい か 、読 書

経 験 が 即 読 書 行動 に 結び つ い て い な い。  
③ 「 向 読 書 行 動」 か ら「 読 書 数 」 へ のパ ス 係数 値 は 、 小 学 生か ら 中学 生 に か け て 値が 下 がり 、

高 校 生 で 再 び 上向 く 。こ こ か ら 、 年 齢と 共 に読 ま な い 生 徒 と読 む 生徒 の 間 の 二 極 分化 現 象が 生

起 し て い る こ とが 示 唆さ れ る 。  
④ 「 向 読 書 行 動」 か ら「 本 へ の 関 心 」に 向 けて の パ ス 係 数 値は 、 小学 生 よ り も 中 ・高 校 生の 方

が 高 い 。 こ こ から は 、親 か ら 独 立 し た行 動 の範 囲 が 広 が る 中・ 高 校生 の 方 が 、 本 への 関 心を 行

動 に 体 現 し や すく な ると 推 察 さ れ る 。  
⑤ 「 向 読 書 行 動」 か ら「 図 書 館 利 用 頻度 」 に向 け て の パ ス 係数 値 の違 い か ら は 、 小学 校 で図 書

館 に 行 け て い た子 ど もが 、 中 学 生 に なる と パッ タ リ と 行 け なく な るこ と が 示 さ れ た。 図 書館 利

用 度 を ど う 高 める の かが 、 不 読 現 象 の緩 和 に影 響 を 及 ぼ す と言 え る。  
⑥ 「 読 書 に ま つわ る 経験 」 か ら 「 関 心あ る 本へ の ア ク セ ス 」に 向 けて の パ ス 係 数 値は 、 長じ る

に し た が っ て 値が 上 がる 。個 人 の嗜 好 性 の 分化と 共 に 、読書 で の 経 験則が 、「 関 心 のあ る 本 へ と

生 徒 た ち を い ざな う こと を 示 唆 す る 。  
⑦「 読 書 に ま つわ る 経験 」か ら「 読 了後 の 本 を巡 る 向 読 書 行 動」に 向け て の パ ス 係 数値 か らは 、

小 学 生 で 経 験 でき て いた こ と が 、 中 学生 ・ 高校 生 で は 経 験 でき て いな い と い う こ とが 示 唆さ れ

る 。 授 業 で の 経験 機 会が 、 小 学 校 よ りも 中 学・ 高 校 で 相 対 的に 少 なく な る 現 状 の 現れ と 推察 で

き る 。  
 

上 記 の 知 見 に 加え 、より 斬 新 な f indings を 得 る た め の 今 後 の課 題 とし て は 、以 下 の２ 点 が挙

げ ら れ る 。  
ⅰ ． 教 諭 （ 含 む司 書 教諭 ） の 先 生 方 や学 校 司書 の 経 験 や 実 践知 を 尊重 し な が ら 、 読書 を 促進 す

る 活 動 を 詳 細 に把 握 する た め の 変 数 作り に 、更 な る 工 夫 と 改善 を 行う こ と 。  
ⅱ ． Ｓ Ｅ Ｍ の アウ ト プッ ト か ら 、 適 合度 指 標を 上 げ る た め の観 測 変数 と し て は 何 が好 適 かに つ

い て 、 考 究 を 継続 し てい く こ と 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

*腰 越  滋 , 2014,「 読 書を 支 え る 活 動 や行 動 とは 何 か ？ ―  ｢第 58 回 学校 読 書 調 査 ｣分 析 data の

構 造 方 程 式 モ デリ ン グ  ― 」 ,『 東 京 学 芸大 学 紀要 ・ 総 合 教 育 科学 系 Ⅰ』 ,第 65 集 ,  東 京 学 芸 大

学 , 19－ 34 頁 。   

 今 回 の 研 究 成果 知 見を 踏 ま え 、 連 続す る 問題 関 心 か ら 目 下の と ころ ｢第 59 回 学 校 読 書 調査 ｣

の 分 析 を 行 っ てい る 。これ に 関 し て は 2014 年 度の 日 本 教 育 社 会学 会 大会 に お い て 報 告の 予 定で

あ る 。  
 


